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☆前回からの学習の内容
	前回の内容
　表計算ソフトで計算してみる
　平均・分散・標準偏差
　共分散・相関係数
　グラフ・散布図
　クロス集計
	今回の内容
　確率分布(正規分布・二項分布)
　検定(二項検定・カイ二乗検定・t検定)
　回帰分析
　主成分分析
　因子分析





　この部分には、各校で採用されている教科書の内容に沿った説明(指導書などで提供されているもの)を入れてください。












統計用語の確認-６
　　確率分布　　：確率変数と確率との対応。
　　代表的なものとして、　dnorm()　　：正規分布、　dbinom()　　：二項分布、
　　　dchisq()　　：カイ２乗分布、　dt()　　：t分布　などがある。
　　母集団　　：調査したいと思う対象に対して、その集合全体。
　　標本　　：調査したいと思う対象に対して、その集合からランダムに抽出した集合。
　　サンプリング　　：母集団から標本を抽出すること。
　　乱数　　：runif() ０位上１未満の一様な確率で得られる数。


統計用語の確認-７
　　検定　　：母集団からランダムに抽出されたデータをもとに、母集団の傾向などを探したり、何らかの判断を下したりする。
　　帰無仮説　　：仮説検定を行うために立てる仮説
　　有意水準　　：検定のときに用いる判断基準


統計用語の確認-８
[bookmark: docs-internal-guid-a53c9fc3-7fff-7189-29]　　回帰分析　　：求めたい値をその他の値を用いて表そうとする方法。
　　　　例：ある人の身長を聞けば、その人が標準的な体型ならば、その人の体重をある程度の精度で予測することができる
　　説明変数　　：目的の値を計算するための値（上記の例では身長）
　　目的変数　　：求めたい値（上記の例では体重）
　　　単回帰分析　　　：求めたい値を１つの変数で表そうとするもの（上記の例がそう）
　　　重回帰分析　　　：2つ以上の説明変数で表すもの


統計用語の確認-９
　　主成分分析　　：３次元より大きい多次元のデータはグラフとして表せない。そのため次元を減らす方法。
　　固有値　　：各主成分が含んでいる情報の大きさ。固有値が1以上ある主成分が元のデータとの関連が深い。
　　寄与率　　：この主成分だけで元のデータの何割を説明することができているかを表した数字。


統計用語の確認-１０
　　因子分析　　：主成分分析と同様にデータの次元を減らす方法。データの中に潜む要因を見つける。
　　スクリープロット　　　：相関行列の固有値を、横軸に固有値の大きい順、縦軸に固有値の大きさを取ったグラフ。固有値１のところに水平線を引いておこう。
　　直交解　　　：共通因子で、相関が無い場合
　　斜交解　　　：共通因子で、相関がある場合
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